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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端の開口部から他端の開口部に向けて毛髪束を挿通可能にシートにより構成された扁
平形状の筒状体からなり、該筒状体は、所定形状に巻き上げた状態が保持されるようにく
せ付けをされている毛髪保持具であって、
　前記筒状体は、２枚の矩形状のシートを有し、２枚の該シートをその長手方向の両側端
部同士を接合部にて接合して形成されており、該接合部は、該両側端部それぞれに沿って
形成されており、
　前記筒状体の一方の面を形成するシートは、５Ｎ荷重下での伸長率が５％以上であり、
その長手方向に沿う両端部に、その幅方向中央部よりも高剛性を有する高剛性部が該長手
方向に沿って形成されており、各該高剛性部は、前記接合部の幅よりも広い範囲に形成さ
れており、
　前記筒状体の他方の面を形成するシートは、テーバーこわさが０．４ｍＮｍ以上である
毛髪保持具。
【請求項２】
　前記高剛性部は、前記一方の面を形成する前記シートにおける該高剛性部の割合が８％
～５０％である請求項１記載の毛髪保持具。
【請求項３】
　前記高剛性部は、テーバーこわさが０．４ｍＮｍ以上である請求項１又は２に記載の毛
髪保持具。
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【請求項４】
　各前記高剛性部は、前記一方の面を形成する前記シートとは異なるシートを、前記一方
の面を形成する前記シートの長手方向の端部における表面に貼り付けて構成されている請
求項１～３の何れかに記載の毛髪保持具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーマ等により毛髪にカールを付与する場合に、毛髪束を所定の形状に巻回
するときの補助具として用いられる毛髪保持具及び該毛髪保持具と毛髪挿入具とからなる
毛髪処理器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、本出願人による「一端の開口部から他端の開口部に向けて毛髪束
を挿通可能にシートにより構成された扁平形状の筒状体からなり、該筒状体は、所定形状
に巻き上げた状態が保持されるようにくせ付けをされている毛髪保持具」（以下、「自発
巻き上げ型毛髪保持具」ともいう）が記載されている。自発巻き上げ型毛髪保持具によれ
ば、引き伸ばした状態の筒状体の内部に毛髪束を挿入し、その後筒状体への引き伸ばし力
を解除することにより、筒状体が自発的に巻き上がり、毛髪束を筒状体ごと巻き上げるこ
とができ、簡便な操作で毛髪にカールを付与することができる。
【０００３】
　また、下記特許文献２には、板状の毛髪挿入具（毛髪保持具の内部に毛髪束を挿入又は
挿通するための器具）の係止部に毛髪束を係止させ、自発巻き上げ型毛髪保持具を引き伸
ばしながら毛髪挿入具を筒状体の内部に挿入、挿通することにより、毛髪保持具に毛髪束
を挿入する技術が記載されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－９３１３３号公報
【特許文献２】国際公開第２００４／０６２４２１号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、自発巻き上げ型毛髪保持具に毛髪挿入具を挿入又は挿通しようとすると、筒状
体にくせ付けがされているため、毛髪挿入具の挿入端部が毛髪保持具の筒状体の外側（巻
き上げた状態における外側）のシートに引っ掛かり易く、毛髪挿入具を毛髪保持具にスム
ーズに挿入又は挿通し難い。
【０００６】
　従って、本発明の目的は、自発巻き上げ型毛髪保持具に毛髪挿入具をスムーズに挿入又
は挿通することができる毛髪保持具及び該毛髪保持具と毛髪挿入具とからなる毛髪処理器
具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、一端の開口部から他端の開口部に向けて毛髪束を挿通可能にシートにより構
成された扁平形状の筒状体からなり、該筒状体は、所定形状に巻き上げた状態が保持され
るようにくせ付けをされている毛髪保持具であって、前記筒状体の一方の面を形成するシ
ートは、５Ｎ荷重下での伸長率が５％以上であり、その長手方向に沿う端部の少なくとも
一方に、その幅方向中央部よりも高剛性を有する高剛性部が該長手方向に沿って形成され
ており、前記筒状体の他方の面を形成するシートは、テーバーこわさが０．４ｍＮｍ以上
である毛髪保持具を提供することにより、上記目的を達成したものである。
【０００８】
　また、本発明は、上記毛髪保持具と、該毛髪保持具の内部に毛髪束を挿入又は挿通する
毛髪挿入具とからなる毛髪処理器具であって、前記毛髪挿入具は、その挿入端部が前記毛
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髪保持具の前記高剛性部で規制されながら、該毛髪保持具の内部に挿入又は挿通されるよ
うになっている毛髪処理器具を提供するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の毛髪保持具及び毛髪処理器具によれば、自発巻き上げ型毛髪保持具に毛髪挿入
具をスムーズに挿入又は挿通することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の毛髪保持具を、その好ましい一実施形態について、図１を参照して説明
する。
　本実施形態の毛髪保持具１は、図１に示すように、一端の開口部２１から他端の開口部
２２に向けて毛髪束Ｈ（図５参照）を挿通可能にシート２３Ａ、２３Ｂにより構成された
扁平形状の筒状体２からなり、該筒状体２は、所定形状に巻き上げた状態が保持されるよ
うにくせ付けをされている毛髪保持具であって、筒状体２の一方の面を形成するシート２
３Ａは、５Ｎ荷重下での伸長率が５％以上であり、その長手方向に沿う両端部２４、２４
に、その幅方向中央部よりも高剛性を有する高剛性部Ｑが該長手方向に沿って形成されて
おり、筒状体２の他方の面を形成するシート２３Ｂは、テーバーこわさが０．４ｍＮｍ以
上である。なお、毛髪保持具としての強度を確保する観点から、伸長率は２００％以下が
好ましく、毛髪保持具としての変形容易性の観点から、テーバーこわさは１０ｍＮｍ以下
が好ましい。
【００１１】
　本実施形態の毛髪保持具１について以下に詳述する。
　筒状体２は、図１（ａ）及び（ｂ）に示すように、一端の開口部２１から他端の開口部
２２に向けて毛髪束を挿通可能にシート２３Ａ、２３Ｂにより構成された扁平形状のもの
で、２枚の矩形状のシート２３Ａ、２３Ｂを、その長手方向に沿う側端部２４、２４同士
を接合させて形成されている。筒状体２の大きさは、長さ５０～３５０ｍｍ、長径２０～
１００ｍｍ、短径０～３０ｍｍであることが好ましく、毛髪の長さやくせ付けしたい場所
、挿入する毛髪束の量に応じて適宜選択できる。
【００１２】
　筒状体２は、所定形状に巻き上げた状態が保持されるようにくせ付けをされている。詳
細には、筒状体２は、図１（ｃ）に示すように、一面シート２３Ａを外側にしてロール状
に巻き上げた状態が保持されるように、所定の手段によってくせ付けをされている。
　そのため、筒状体２は、その長手方向に引き伸ばした状態〔図１（ａ）及び（ｂ）参照
〕にして、その状態から解放すると、図１（ｃ）に示すように、ロール状に巻き上げられ
た状態へと自発的に巻き上げられるようになっている。このような筒状体２からなる毛髪
保持具１は、巻き上げ操作が全く不要である上、クリップ等の巻き上げ形態を保持するた
めの手段が不要であるという利点もある。
【００１３】
　一方の面を形成するシート（以下「一面シート」ともいう）２３Ａは、伸長し易い材料
を用いることにより、伸長し易くなっている。一面シート２３Ａは、５Ｎ荷重下での伸長
率が５％以上であり、好ましくは１０％以上である。伸長率が５％以上であると、毛髪保
持具に毛髪束を挿入して巻き上げる際に発生する応力が充分に緩和され、毛髪束が不均一
な形状に巻き上がり難い。
　本発明における「５Ｎ荷重下での伸長率」は、ＪＩＳ　Ｋ７１２７に規定される「フィ
ルム及びシートの引張特性の試験方法」により測定される伸長率（引張ひずみ）で、シー
トを５Ｎ荷重で筒状体の長手方向に引っ張った場合における引っ張り前の長さに対する引
っ張り後の伸びの比（百分率）である。引張試験のおける引っ張り速度は２０ｍｍ／ｍｉ
ｎ、スパン間距離は１００ｍｍである。
【００１４】
　一面シート２３Ａは、図２に示すように、その長手方向に沿う両端部２４、２４に、そ
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の幅方向中央部よりも高剛性を有する高剛性部Ｑ（図１及び図２において散点ハッチング
で示された部分）が形成されている。ここでいう「（一面シート２３Ａの）幅方向中央部
」とは、一面シート２３Ａのうちの幅方向３分の２の領域をいう。
　また、一面シート２３Ａのうち高剛性部Ｑ以外の領域（本実施形態においては、図２に
示す左下がりハッチング部分）Ｐを「低剛性部」という。一面シート２３Ａにおける高剛
性部Ｑの割合〔高剛性部Ｑの面積／（低剛性部Ｐの面積＋高剛性部Ｑの面積）〕は、好ま
しくは８％～５０％、更に好ましくは１０％～３０％である。高剛性部Ｑの割合（面積％
）が８％～５０％であると、毛髪挿入具及び毛髪の挿入性と変形時の応力緩和のバランス
が良い。
　高剛性部Ｑは、一面シート２３Ａの長手方向の８０％以上に亘って設けられていること
が好ましく、本実施形態においては一面シート２３Ａの長手方向の全長に亘って設けられ
ている。
【００１５】
　高剛性部Ｑは、テーバーこわさが０．４ｍＮｍ以上であると好ましく、１ｍＮｍ以上で
あると更に好ましい。前記「テーバーこわさ」は、ＪＩＳ　Ｐ８１２５に規定される「こ
わさ試験方法」により測定されるテーバーこわさである。テーバーこわさが０．４ｍＮｍ
以上であると、毛髪挿入具及び毛髪の挿入性が格段に向上する。
【００１６】
　他方の面を形成するシート（以下「他面シート」ともいう）２３Ｂは、テーバーこわさ
が０．４ｍＮ・ｍ以上であり、好ましくは１ｍＮ・ｍ以上である。他面シートのテーバー
こわさが０．４ｍＮ・ｍ以上であると、毛髪保持具に毛髪を挿入して巻き上げる際、他面
シートに座屈変形等が生じ難く、毛髪に充分な張力が作用し、カールの仕上がりが優れ、
カールの強さが弱くなり難い。
【００１７】
　本実施形態の毛髪保持具においては、一面シート２３Ａの５Ｎ荷重下での伸長率が他面
シートの５Ｎ荷重下での伸長率よりも１５倍以上大きくなっていると好ましく、３０倍以
上大きくなっていると更に好ましい。
　伸長率が１５倍以上であると、変形時に発生する応力を一面シート２３Ａで充分に解消
でき、他面シート２３Ｂに不均一な変形や座屈変形が生じ難く、その結果、毛髪のカール
の仕上がりが優れ、カールの強さが弱くなり難い。
【００１８】
　一面シート２３Ａの低剛性部Ｐを形成する材料としては、ポリエチレン樹脂、ポリプロ
ピレン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリアクリル樹脂等が挙げられる。本実施形態において
は、ポリエステル樹脂を使用したエアスルー不織布を用いている。
　一面シート２３Ａの高剛性部Ｑを形成する材料としては、ポリエチレン樹脂、ポリプロ
ピレン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリアクリル樹脂等が挙げられる。本実施形態において
は、ポリエステル樹脂を使用したスパンボンド不織布を用いている。
　他面シート２３Ｂを形成する材料としては、ポリエチレン樹脂、ポリプロピレン樹脂、
ポリエステル樹脂、ポリアクリル樹脂等が挙げられる。本実施形態においては、ポリエス
テル樹脂を使用したスパンボンド不織布を用いている。
　一面シート２３Ａ、他面シート２３Ｂの厚みは、好ましくは３０μｍ～５００μｍであ
る。
【００１９】
　本実施形態における一面シート２３Ａにおいては、低剛性部Ｐと高剛性部Ｑとは、図２
に示すように、突き合わせ形態で接合されている。突き合わせ形態は、完全な突き合わせ
形態に制限されず、低剛性部Ｐと高剛性部Ｑとを僅かに重ね合わせて、製造の容易さと接
合強度を確保した形態でもよい。
　筒状体２にくせ付けをするためには、例えば、筒状体をロール状に巻き上げ、所定の手
段によってその巻き上げ形態を保持し、その状態下に筒状体を所定温度に加熱すればよい
。
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【００２０】
　次に、本発明の毛髪処理器具の好ましい一実施形態として、図１に示す毛髪保持具１と
組み合わせて用いられる毛髪挿入具について説明する。
　本実施形態の毛髪処理器具は、図１に示す毛髪保持具１と、該毛髪保持具１の内部に毛
髪束Ｈ（図４参照）を挿入又は挿通する毛髪挿入具３とからなる毛髪処理器具であって、
毛髪挿入具３は、その挿入端部３３が毛髪保持具１の高剛性部Ｑで規制されながら、該毛
髪保持具１の内部に挿入又は挿通されるようになっている。
【００２１】
　本実施形態における毛髪挿入具３について詳述する。
　本実施形態の毛髪挿入具３は、図３に示すように、均一厚の板状部材からなり、長尺状
の本体３１と本体３１の一端部に連結された係止部３２と備えている。係止部３２は、枠
状となっており、毛髪束Ｈを係止し得るようになっている。
　本体３１の挿入端部３３（毛髪保持具へ挿入する際に毛髪保持具の内部に挿入される側
の端部）は、その尖端部３４が毛髪挿入具３の長手方向に沿う一方の端部に近接する形状
を有している。
【００２２】
　次に、図１に示す毛髪保持具と図３に示す毛髪挿入具３とを用いた一使用態様について
、図４を参照しながら説明する。
　先ず、毛髪挿入具３の係止部３２に毛髪束Ｈを係止する。ここで、毛髪保持具１は、く
せ付けによりロール状に巻き上げた形状となっている。次に、図４（ａ）に示すように、
係止部３２に毛髪束Ｈを係止した状態で、毛髪挿入具３を挿入端部３３側から、毛髪保持
具１の筒状体２の一端の開口部２１へ挿入する。
【００２３】
　ここで、筒状体２の一面シート２３Ａは伸長し易く、筒状体２はくせ付けをされている
ため、毛髪挿入具３の挿入端部３３の尖端部３４が筒状体２の一面シート２３Ａに引っ掛
かり易い状態となる。而して、図４（ａ）に示すように、毛髪挿入具３の挿入端部３３の
尖端部３４は、高剛性部Ｑで規制されながら筒状体２の内部を挿通される。そのため、図
４（ｂ）に示すように、毛髪挿入具３は、挿入端部３３が筒状体２の一面シート２３Ａに
引っ掛かることなく、巻き上げ状態の筒状体２を徐々に略直線状に引き伸ばしながら、筒
状体２の内部をスムーズに挿通される。
【００２４】
　更に、図４（ｂ）に示すように、毛髪挿入具３をその挿入端部３３が筒状体２の他端の
開口部２２から露出するまで筒状体２の内部に挿通すると、毛髪保持具１の筒状体２全体
が毛髪挿入具３により略直線状に引き伸ばされる。
　そして、図４（ｃ）に示すように、毛髪挿入具３を筒状体２の他端の開口部２２から抜
き出す。尚、本発明においては、毛髪の挿入性の観点から、予め毛髪保持具の中に毛髪挿
入具を挿入しておき、その後毛髪を毛髪挿入具にセットし、毛髪挿入具を毛髪保持具から
抜き出すことにより毛髪を毛髪保持具に導くのが好ましい。
【００２５】
　このようにして毛髪挿入具３を筒状体２の一端の開口部２１から他端の開口部２２に挿
通させると、毛髪束Ｈの先端が筒状体２の他端の開口部２２から少しはみ出た状態となる
。その後、筒状体２は、それに付与されたくせ付けにより、図５（ａ）～図５（ｃ）に示
すように、一面シート２３Ａを外側にして自発的に巻き上がる。その後、筒状体２の外側
からパーマ用の毛髪処理剤を毛髪束Ｈに付与する。毛髪処理剤は、一面シート２３Ａ、他
面シート２３Ｂを介して、毛髪束Ｈに付与される。所定時間後、筒状体２から毛髪束Ｈを
挿脱し、洗髪等して、パーマ処理を完了する。その結果、毛髪束に所定の巻きぐせを付与
することができる。
　尚、必ずしも、毛髪束Ｈの先端を筒状体２の他端の開口部２２からはみ出させる必要は
ない。また、毛髪束には、明確には束になっていないが、ある程度の本数の毛髪がまとま
っているものを含む。
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【００２６】
　このように本実施形態の毛髪保持具及び毛髪処理器具によれば、所定形状に巻き上げた
状態が保持されるようにくせ付けをされた毛髪保持具１の筒状体２の内部に、係止部３２
に毛髪束Ｈが係止された毛髪挿入具３を、その挿入端部３３が筒状体２の高剛性部Ｑで規
制されながら挿入することができる。そのため、毛髪挿入具３の挿入端部３３が筒状体２
の一面シート２３Ａに引っ掛かることなく、毛髪挿入具３を、筒状体２の一端の開口部２
１から他端の開口部２２に向けて、筒状体２を略直線状に引き伸ばしながら挿通すること
ができる。従って、自発巻き上げ型の毛髪保持具１に毛髪挿入具３をスムーズに挿入又は
挿通することができる。
【００２７】
　筒状体２においては、周径の大きい一面シート２３Ａに伸長力が加わっているが、一面
シート２３Ａが他面シート２３Ｂよりも筒状体２の長手方向に伸長し易くなっているため
、一面シート２３Ａ全体が容易に伸長する。その結果、筒状体２に挿通されている毛髪束
Ｈに一定の大きさの張力が付与される。そのため、毛髪に、容易且つ確実に綺麗なカール
を付与することができる。
【００２８】
　毛髪のくせ付け、特にパーマ処理によりくせ付けを行う場合には、イレギュラーな変形
や縮れ、折れを防止し、なおかつしっかりした掛かりを得るためには、毛髪に適度な張力
が作用している状態で処理を行うことが好ましい。本実施形態では一面シート２３Ａを伸
長しやすく、かつ他面シート２３Ｂに一定の剛性を持たせることにより、毛髪保持具の巻
き上げと同時に必然的に毛髪に張力が作用するようになっている。その結果、毛髪に容易
且つ確実にきれいなカールを付与することが可能である。
【００２９】
　次に、本発明の毛髪保持具の他の実施形態について説明する。これらの実施形態につい
ては、図１に示す実施形態と異なる点についてのみ説明し、特に説明しない点については
、図１に示す実施形態に関する説明が適宜適用される。そして、他の実施形態の毛髪保持
具においても、自発巻き上げ型の毛髪保持具に毛髪挿入具をスムーズに挿入又は挿通する
ことができる。
【００３０】
　図６に示す実施形態の毛髪保持具１においては、筒状体２の一面シート２３Ａが、図１
に示す実施形態における一面シート２３Ａのように低剛性部Ｐと高剛性部Ｑとを突き合わ
せて接合されておらず、筒状体２の両側端部２４，２４に亘るシートの両側端部の表面に
、高剛性部Ｑを形成するシートを貼り付けた構造となっている。このように、異なるシー
トの表面同士を貼り合わせることで、高剛性部Ｑを有する一面シート２３Ａを形成するこ
ともできる。
【００３１】
　図７（ａ）に示す実施形態の毛髪保持具１においては、筒状体２の一面シート２３Ａに
、その幅の略１／４の幅を有する空隙部２５Ａが多数個形成されている。空隙部２５Ａは
、図７（ａ）に示すように、筒状体２を起立させた状態において、２個の空隙部２５Ａが
同じ高さで幅方向に離間して並置しており、その下方に２個の空隙部２５Ａが、その上部
に形成された２個の空隙部２５Ａとは一面シート２３Ａの幅の略１／４ずれた位置に幅方
向に離間して並置している。一面シート２３Ａの両側端部２４，２４に高剛性部Ｑが形成
されている点は、図１に示す実施形態の毛髪保持具と同じである。
　図７（ａ）に示す実施形態の毛髪保持具１においても、図１に示す実施形態の毛髪保持
具と同様の効果が得られる。
【００３２】
　図７（ｂ）に示す実施形態の毛髪保持具１においては、筒状体２の一面シート２３Ａに
、４５°の角度で斜行した空隙部２５Ｂが多数個形成されている。空隙部２５Ｂは、図７
（ｂ）に示すように、筒状体２を起立させた状態において、３個の空隙部２５Ｂが同じ高
さ及び同じ傾きで幅方向に離間して並置しており、その下方に３個の空隙部２５Ｂが、そ
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の上部に形成された３個の空隙部２５Ｂとはシート２３Ａの幅の略１／６ずれた位置に傾
きを１８０°異ならせて且つ幅方向に離間して並置している。一面シート２３Ａの両側端
部２４，２４に高剛性部Ｑが形成されている点は、図１に示す実施形態の毛髪保持具と同
じである。
　図７（ｂ）に示す実施形態の毛髪保持具１においても、図１に示す実施形態の毛髪保持
具と同様の効果が得られる。
【００３３】
　本発明の毛髪保持具は、前述した実施形態に制限されることなく、本発明の趣旨を逸脱
しない限り、例えば以下に示すように適宜変更が可能である。
　高剛性部Ｑは、筒状体２の長手方向に沿う端部の一方のみに形成されていてもよい。高
剛性部Ｑは、一面シート２３Ａと他面シート２３Ｂとの接合部分には必ずしも設けられて
いなくてもよい。その場合、毛髪挿入具３の挿入端部３３を高剛性部Ｑで規制しながら、
毛髪保持具１の内部に挿入又は挿通することができれば、高剛性部Ｑが一面シート２３Ａ
と他面シート２３Ｂとの接合部分から少し離間していてもよい。
【００３４】
　毛髪保持具と組み合わされて用いられる毛髪挿入具は、図３に示す形態の毛髪挿入具に
制限されない。
　例えば、挿入端部３３は、図８に示すように、その尖端部３４，３４が毛髪挿入具の長
手方向に沿う両端部それぞれに近接する形状、即ち、挿入端部３３が略半円弧状に切り抜
かれた形状とすることができる。このような形状の挿入端部３３を備えた毛髪挿入具３に
よれば、図１に示すような筒状体２の両端部２４，２４に高剛性部Ｑが設けられた毛髪保
持具１と組み合わせて用いると、筒状体２の両端部２４，２４それぞれにおいて、毛髪挿
入具３の挿入端部３３の２個の尖端部３４が規制されるため、毛髪挿入具３を一層スムー
ズに毛髪保持具１の筒状体２に挿入又は挿通することができる。
　毛髪挿入具の構造は、図１に示すような板状部材から形成されているもの制限されず、
挿入端部の形状、断面形状、係止部の形状、係止部の構造等を適宜変更することができる
。
【００３５】
　本発明の前記実施形態のそれぞれ異なる部分を、適宜変更したり組み合わせた形態とす
ることもできる。
　尚、本発明の毛髪保持具における「筒状体」を構成するシートの形状及びその表面状態
は、上述の形態の筒状体を形成可能なものであれば良く、「扁平形状」という場合、シー
ト材の表面は、凹凸面であってもよい。
【００３６】
　また、本発明の毛髪保持具は、パーマ処理により毛髪にカールを付与する場合に限らず
、毛髪束を巻回した後、ドライヤー等により熱処理したり、乾燥した毛髪を巻回状態で保
持したり、濡れた状態の毛髪を巻回状態で保持し自然乾燥させたりして、毛髪にカールを
付与する場合等にも適用することができる。また、毛髪の先端にカールを付与する場合以
外にも、毛髪に波状にカールを付与する場合、毛髪に螺旋状にカールを付与する場合等に
も適用が可能である。
　毛髪に市販の整髪料を付与した後に、前述の方法によってくせ付けしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】図１は、本発明の毛髪保持具の一実施形態を示す図で、（ａ）は正面斜視図、（
ｂ）は背面斜視図、（ｃ）は巻き上がった状態を示す斜視図である。
【図２】図２は、図１に示す毛髪保持具の横断面図である。
【図３】図３は、図１に示す毛髪保持具と組み合わせて用いられる毛髪挿入具を示す正面
図である。
【図４】図４（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）は、図３に示す毛髪挿入具を図１に示す毛髪保持
具へ挿通する手順を順次示す正面図である。
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【図５】図５は、図１に示す毛髪保持具の一使用態様を示す図で、（ａ）、（ｂ）及び（
ｃ）は、それぞれ毛髪束の巻回手順を順次示す斜視図である。
【図６】図６は、本発明の毛髪保持具の別の実施形態を示す横断面図（図２対応図）であ
る。
【図７】図７（ａ）及び（ｂ）は、それぞれ本発明の毛髪保持具の更に別の実施形態を示
す正面斜視図〔図１（ａ）対応図〕である。
【図８】図８は、別の形態の毛髪挿入具を示す正面図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１　毛髪保持具
　２　筒状体
　　２１、２２　開口部
　　２３Ａ，２３Ｂ　シート
　　２４　側縁部
　３　毛髪挿入具
　　３１　本体
　　３２　係止部
　　３３　挿入端部
　　３４　尖端部
　Ｈ　毛髪束
　Ｑ　高剛性部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】
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